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町
で
は
10
月
29
日
、
弟
子
屈
中
学
校
で

弟
子
屈
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

訓
練
は
、
早
朝
に
発
生
し
た
弟
子
屈
町

直
下
で
の
震
度
６
弱
の
強
い
揺
れ
に
よ

り
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
、
道
路
や
橋
が

一
部
崩
壊
し
、
流
通
網
も
一
部
遮
断
さ
れ

た
と
の
想
定
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
総
合
防
災
訓
練
は
、
１
９
９
７

（
平
成
９
）年
以
来
17
年
ぶ
り
で
す
。こ
れ

ま
で
は
自
治
会
単
位
で
の
避
難
訓
練
や

災
害
図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）を
主
に
行
っ
て

き
た
た
め
、
今
回
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
避

難
行
動
に
行
政
が
い
か
に
連
携
す
る
か

が
テ
ー
マ
で
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
同
校
近
く
の
住
民
の
皆
さ

ん
、
摩
周
丘
幼
稚
園
児
、
弟
子
屈
町
女
性

団
体
協
議
会
、
弟
子
屈
消
防
署
、
弟
子
屈

警
察
署
、
陸
上
自
衛
隊
第
27
普
通
科
連
隊

が
参
加
。

　

ま
た
、
㈱
大
栄
電
業
、
北
海
道
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
釧
路
支
部
、北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ

　

訓
練
終
了
式
で
は
、
災
害
対
策
副
本
部

長
の
吉
備
津
副
町
長
が「
い
ざ
被
災
し
た

時
に
、
住
民
と
行
政
は
何
を
す
べ
き
か
、

防
災
関
係
機
関
と
い
か
に
連
携
す
る
か
、

こ
れ
ら
の『
ノ
ウ
ハ
ウ
』を
し
っ
か
り
蓄
積

す
る
こ
と
が
重
要
。ま
た
、
そ
れ
に
慣
れ

る
こ
と
が
防
災
訓
練
を
行
う
こ
と
の
意

義
。今
後
も
、
訓
練
の
場
所
や
想
定
を
変

　

避
難
者
が
同
校
体
育
館
の
避
難
所
に

到
着
後
、
館
内
で
は
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の

組
み
立
て
体
験
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
に
よ
る
災
害
用
通
信
機
材
に
つ
い
て

の
説
明
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
と
救
急
車
に

よ
る
後
送
処
置
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
、
自
衛
隊
給
水
車
か
ら
保
存

水
袋
へ
の
給
水
体
験
を
行
っ
た
ほ
か
、
自

衛
隊
の
炊
事
車
両
と
北
海
道
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
提
供
の
ハ
イ
カ
ロ
リ
ー
コ
ン
ロ
な

ど
炊
き
出
し
機
材
、
可
搬
式
非
常
用
発
電

　

被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
役
場
建

設
課
職
員
と
自
衛
隊
の
偵
察
部
隊
が
行

動
を
開
始
。

　

避
難
所
勤
務
班
が
、
同
校
の
外
観
と
内

観
を
点
検
し
た
後
、
災
害
対
策
本
部
に

「
避
難
所
と
し
て
開
設
可
能
」と
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、
災
害
対

ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
釧
路
事
業
所
中
標
津
販

売
課
、
王
子
コ
ン
テ
ナ
ー
㈱
釧
路
工
場
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
㈱
北
海
道
東
支
店
釧
路

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

Ｃ
Ｓ
北
海
道
釧
路
支
店
、
釧
路
開
発
建
設

部
弟
子
屈
道
路
事
務
所
の
皆
さ
ん
に
訓

練
支
援
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
町
議

会
議
員
や
弟
子
屈
町
防
災
会
議
委
員
、
防

災
協
力
機
関
の
方
々
も
出
席
。総
勢
約

２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

10
時
に
訓
練
開
始
式
を
実
施
。災
害
対

策
本
部
長
で
あ
る
德
永
町
長
が「
公
の
機

関
に
よ
る
救
助（
公
助
）は
最
後
の
砦と

り
で

で
あ

る
と
と
も
に
、自
助
・
共
助
・
公
助
の
３
つ

を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
自
治
体

の
重
要
な
役
割
。さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
想

定
し
た
訓
練
を
行
っ
て
、
問
題
点
を
是
正

し
な
が
ら
何
度
も
反
復
訓
練
す
る
こ
と

が
重
要
」と
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
消
防
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
じ

て
、
地
震
発
生
を
知
ら
せ
る「
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
」を
鳴
動
し
、訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。

策
本
部
か
ら「
今
朝
の
地
震
に
よ
り
弟
子

屈
中
学
校
を
は
じ
め
町
内
の
７
カ
所
に

避
難
所
を
開
設
し
た
の
で
、
家
屋
が
危
険

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
近
く
の
避
難
所

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」と
の
避
難
勧
告

を
発
令
。

　

ほ
ぼ
同
時
に
、
同
じ
内
容
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
緊

急
速
報
メ
ー
ル（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）で
、町
内

に
い
る
方
の
全
携
帯
電
話
に
送
ら
れ
ま

し
た
。（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
未
設
定
の
携
帯

電
話
に
は
届
き
ま
せ
ん
）

　

主
に
同
校
が
避
難
場
所
と
な
る
美
羅

尾
ヶ
丘
自
治
会
・
湯
の
島
自
治
会
の
住
民

の
方
と
摩
周
丘
幼
稚
園
の
園
児
が
避
難

訓
練
に
参
加
。美
羅
尾
ヶ
丘
自
治
会
か
ら

は
13
人
、
摩
周
丘
幼
稚
園
か
ら
は
42
人
が

徒
歩
で
避
難
し
た
ほ
か
、
美
羅
尾
ヶ
丘
自

治
会
の
18
人
、
湯
の
島
自
治
会
の
16
人
が

自
衛
隊
の
輸
送
支
援
車
両
で
避
難
し
ま

し
た
。併
せ
て
、
弟
子
屈
警
察
署
に
よ
る

経
路
先
導
と
同
校
近
く
で
の
検
問
も
行

い
ま
し
た
。

機
、
災
害
用
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
に
つ
い
て

説
明
。

　

弟
子
屈
消
防
署
は
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の

被
災
者
救
助
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
式
の
後
、
自
衛
隊
と
北
海

道
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
が
沸
か
し
た
お
湯
を

使
っ
て
、
弟
子
屈
町
女
性
団
体
協
議
会
が

非
常
食
の
炊
き
出
し
を
実
施
。訓
練
参
加

者
に
非
常
食
を
配
り
ま
し
た
。併
せ
て
、

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
釧
路
事
業
所
中

標
津
販
売
課
が
、
災
害
対
応
型
自
動
販
売

機
で
飲
料
水
を
配
布
し
ま
し
た
。

え
て
実
施
す
る
予
定
な
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」と
総
括
。平
成

26
年
度
の
総
合
防
災
訓
練
が
終
了
し
ま

し
た
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
総
務
課
情
報

防
災
係
☎
４
８
２
‐
２
９
１
２（
課
直

通
）ま
で
。

直下型地震を想定し200人が参加

①

①パトカーが自衛隊輸送支援車両を先導　②訓練開始
式であいさつする德永町長　③被災状況を偵察する自
衛隊　④被災者の救援に向かった自衛隊と警察　⑤自
衛隊車両で避難所に到着　⑥段ボールベッドの組み立
てを体験　⑦災害用通信機材についての説明　⑧心肺
蘇生訓練　⑨救急隊への引き継ぎ　⑩簡易トイレも展
示　⑪給水車からの給水体験　⑫炊き出し機材の説明
⑬消防署による救助訓練　⑭避難所に着いた摩周丘幼
稚園児　⑮総括を行う吉備津副町長　⑯災害対応型自
販機の実演　⑰炊き出し訓練で非常食を配布
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